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地
域
福
祉
活
動
計
画 

行
動
目
標
⑩ 

災
害
に
強
い
地
域
を
つ
く
ろ
う 

■
災
害
時
に
助
け
合
え
る
地
域
に 

   ᶨᴩ  

26  4,300 Ѐ 

32  4,500 Ѐ 

■
自
分
た
ち
で
地
域
を
守
る
力
を 

 

̮

は
、
家
庭
で
の

備
蓄
や
非
常
持
ち
出
し
袋
を
準
備

し
た
り
、
地
域
で
の
防
災
訓
練
に

積
極
的
に
参
加
し
た
り
し
て
、
日

頃
か
ら
防
災
に
関
す
る
意
識
を
高

め
ま
し
ょ
う
。 

 

Ӳ
で
は
、
高
齢
者
等
、
災

害
弱
者
の
実
態
調
査
や
防
災

マ
ッ
プ
づ
く
り
の
支
援
な
ど
を

進
め
ま
す
。
ま
た
、
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
立
上
げ
の

た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
づ
く
り

や
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人

材
育
成
に
努
め
ま
す
。 

■
防
災
意
識
は
日
頃
か
ら 

 

で
は
、
出
前
講
座
、
防

災
訓
練
な
ど
を
通
じ
て
、
防
災

に
関
す
る
知
識
の
普
及
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
自
主
防
災
組
織

の
強
化
を
図
る
た
め
、
資
器
材

の
購
入
費
用
や
防
災
士
資
格
取
得

に
か
か
る
費
用
を
補
助
し
ま
す
。 ▲災害ボランティアセンター模擬訓練を 

職員対象に行う 

▲災害時に出来ることを身につける 

Ộ 

★制度改革の主な背景★ 

３つのポイントに対する社協の対応に

ついては、次号以降でお伝えします。 

 

社
協
で
は
、
今
回
の
法
律
改
正

を
前
向
き
に
と
ら
え
、
こ
れ
を
活

か
し
、
よ
り
一
層
地
域
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
う
る
組
織
と
し
て
存
在
意

義
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

制
度
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。 

①「内部留保」問題 

 介護施設等を運営する社会福祉法人（以下、社福）

の一部が収益を溜め込んでいることが問題となり、補

助金や税の優遇を受ける社福への批判が高まった。 

②社会の状況の変化 

 介護保険制度の開始以降、民間事業者の社会福祉事

業への参入が可能となり、社福と民間とのイコール

フッティングの観点が議論されるようになった。 

ǚǵȏǍǱ ǲȏȑѰ↓ Ǔ ȈȐȓƲ

ǵ ᵣǤǵȉǵǓᵂȖȓǭǋȅǠƳ 

①組織のガバナンス（法人統治）の強化 

②財務規律の強化と事業経営の透明性の確保 

③地域における公益的な取り組み 

★改革のための３つのポイント★ 

ǮǉȒ Ӳȉ 

Ǔⱳ ǲ  

 

平
成
29
年
４
月
よ
り
、
改
正
社
会
福
祉
法
が
全
面
施

行
さ
れ
ま
す
。
こ
の
改
正
は
、
社
会
福
祉
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
が
平
成
28
年
３
月
に
成
立
し
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
公
益
性
か
ら
戦
後
の
社
会
福
祉

政
策
の
一
翼
を
担
っ
て
き
た
社
会
福
祉
法
人
に
改
革
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

※イコールフッティング… 

対等の立場で競争が行える

よう、基盤や条件を同じに

すること 
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★
印
は
、
予
約
が
必
要
で
す
。 

8(水)   9：00～ 
★介護相談 

（飯山総合保健福祉センター） 

9(木) 9：00～ 
★法律相談 

（飯山総合保健福祉センター） 

14(火) 9：00～ ★法律相談（ひまわりセンター） 

15(水) 9：00～ ★法律相談（綾歌保健福祉センター） 

28(火) 9：00～ ★司法書士相談（ひまわりセンター） 
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眞部
ま な べ

 宏美
ひ ろ み

  渋谷
し ぶ や

 春美
は る み

 

①
し
お
や
保
育
所 

③
カ
フ
ェ
や
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
巡

り
を
す
る
の
が
好
き
で
す
。
月

に
一
度
の
女
子
会
で
お
喋
り
し

な
が
ら
美
味
し
い
ス
イ
ー
ツ
を

食
べ
る
…
最
高
で
す
。 
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認
知
症
や
知
的
障
が
い
、
精

神
障
が
い
な
ど
に
よ
り
、
判
断

能
力
が
不
十
分
な
方
の
財
産
や

生
活
を
守
る
た
め
の
制
度
で

す
。 
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成
年
後
見
制
度 

 
 

  

需
要
拡
大
が
見
込
ま
れ
る 

 

超
高
齢
化
を
迎
え
た
今
、
認

知
症
高
齢
者
等
が
孤
立
す
る
こ

と
な
く
、
地
域
で
安
心
し
て
生

活
を
送
る
た
め
、
成
年
後
見
制

度
の
必
要
性
は
一
層
高
ま
っ
て

い
ま
す
。 

 

市
民
後
見
人
、
法
人
後
見
支
援
員
と
し
て
活
動
し
た
い
と
い
う
方
を
対
象
と
し
た
県
社
協
主
催
の

養
成
研
修
に
、
丸
亀
市
民
10
名
が
参
加
し
、
制
度
の
仕
組
み
や
役
割
等
を
学
び
ま
し
た
。 

①
地
域
福
祉
課 

③
四
季
折
々
の
植
物
を
育
て

る
こ
と
が
好
き
で
す
。
春
に

な
っ
て
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

の
見
学
に
行
く
の
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。 

市
民
後
見
人
の
広
が
り
に
期
待 

～
成
年
後
見
制
度
人
材
養
成
研
修
～ 

新
し
い
サ
ポ
ー
ト
役 

 
 

 

「
市
民
後
見
人
」 

 

市
民
後
見
人
は
、
家
庭
裁
判

所
か
ら
選
任
さ
れ
た
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
精
神
に
基
づ
く
一
般
市

民
の
後
見
人
の
こ
と
で
す
。
専

門
職
に
は
で
き
な
い
、
市
民
な

ら
で
は
の
立
場
で
、
利
用
者
に

寄
り
添
っ
た
、
き
め
細
や
か
な

支
援
が
で
き
る
と
い
う
点
が
期

待
さ
れ
る
た
め
、
各
地
で
人
材

の
養
成
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

現
在
、
丸
亀
市
で
は
4
名
の

市
民
後
見
人
が
活
動
し
て
お

り
、
利
用
者
に
代
わ
っ
て
、
預
貯 

 

本
会
の
「
後
見
セ
ン
タ
ー
ま

る
が
め
」
で
は
、
後
見
活
動
を

行
う
上
で
の
心
構
え
や
留
意
点

な
ど
の
実
例
を
交
え
た
フ
ォ
ロ

ー
ア
ッ
プ
研
修
会
や
市
民
後
見

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
な

ど
し
て
、
新
た
な
市
民
後
見
人

の
養
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

養
成
研
修
の
実
施
へ 

市
民
後
見
人 

金
の
管
理
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
料

の
支
払
い
、
施
設
入
所
契
約
、

市
役
所
等
へ
の
申
請
及
び
手

続
、
身
の
周
り
の
お
世
話
な
ど

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 
 ▲顔色や体調などをチェックし、 

施設職員から生活の様子を伺う  

▲3日間にわたり延べ141名が受講。この中から市民後見人が誕
生することが期待される 

①
部
署
・
役
職 

②
担
当
地
区 

 

③
趣
味
・
特
技 
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